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新しい移住・定住のかたち「里山親子留学」in川根本町

引
っ
ぱ
り
っ
こ
な
ら

負
け
な
い
ぞ
！
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こ の ま ち が も っ と も ～ っ と 好 き に な る

川根本町
広 報 か わ ね ほ ん ち ょ う



● 

そ
も
そ
も
山
村
留
学
っ
て
な
に
？

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
全
国
23
都
道

府
県
67
市
町
で
実
践
さ
れ
て
い
る「
山
村

留
学
」。
昭
和
51
年
の
長
野
県
八
坂
村（
現

在
の
大
町
市
八
坂
）
を
舞
台
に
教
育
活
動

と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
制
度
は
、
現
在
各

地
で
そ
の
地
域
性
や
教
育
現
場
の
環
境
、

留
学
生
の
受
け
入
れ
方
に
合
わ
せ
て
、
独

自
の
方
法
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
、
留
学
を
希
望
す
る
小
中

学
生
が
、自
然
豊
か
な
農
村
、漁
村
に
1
年

単
位
で
移
り
住
み
、
地
域
の
学
校
に
通
学

し
な
が
ら
、
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
い
く

こ
と
を
山
村
留
学
と
い
い
ま
す
。
四
季
を

通
し
た
自
然
体
験
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
活
動
、
本
町
の
よ
う
な
小
規
模
校
で
の

学
習
の
ほ
か
、地
域
交
流
な
ど
を
通
し
て
、

自
立
心
や
感
性
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
里
山
親
子
留
学
は
そ
の
制
度
の
ひ
と
つ

で
、
子
ど
も
だ
け
で
移
住
す
る
の
で
は
な

く
、
保
護
者
も
一
緒
に
地
域
に
移
住
し
ま

す
。
本
町
の
よ
う
な
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
む
自
治
体
に
と
っ
て
は
、「
親
子
」を

移
住
者
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
人

口
増
加
や
雇
用
、
消
費
の
拡
大
な
ど
利
点

が
多
く
、
様
々
な
面
で
そ
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

山
「里山親子留学」は、今後町が進めていく予定の移住施策の一環で、全国の自治体で導入
されている山村留学制度のひとつです。本号では、聞きなれないこの制度を紹介しな
がら、先月、中川根第一小学校で試験的に行われた「留学体験会」の様子を、関係者の声
とともに紹介します。

代表 天野多美子さん

interview 山村留学は自治体と参加者の双方のメリットに

　私も、息子2人に豊かな自然の中で
教育を受けてほしいと思い、長崎県
の里親留学制度を利用しています。
始めは息子たちも消極的でしたが、
留学生活が始まると、里親や他の生
徒との共同生活を通して、自立心が
芽生えてきたように感じます。このよ
うな成長は我が子に限ったことでは
なく、山村留学を経験する全ての子ど
もたちに起こりうるといえます。

● 

導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

　
自
治
体
に
と
っ
て
利
点
が
多
い
と
は

い
え
、
静
岡
県
で
は
未
だ
実
践
事
例
が

な
い
山
村
留
学
を
、
本
町
で
取
り
入
れ

る
必
要
性
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
山
村
留
学
は
、
希
望
者
を
受
け
入
れ

る
地
域
の
人
口
減
少
の
解
消
や
、
地
域

産
業
の
活
性
化
の
ほ
か
、
児
童
数
の
確

保
、
学
校
の
存
続
な
ど
が
期
待
で
き
ま

す
。
加
え
て
学
校
現
場
で
は
、
児
童
生

徒
の
新
し
い
交
流
が
生
ま
れ
、に
ぎ
わ
い

や
刺
激
に
つ
な
が
り
、子
ど
も
の
成
長
が

促
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
希
望
者
親
子
の
居
住
環
境
を

整
備
す
る
過
程
で
、積
極
的
に
空
き
家

の
案
内
を
行
う
こ
と
で
、
本
町
が
抱
え

る
深
刻
な「
空
き
家
問
題
」の
解
消
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
で
は
企
画
課
が
主
導

し
、町
教
育
委
員
会
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
、令
和
4
年
度
の
移
住
施
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、「
親
子
留
学
制
度
」
の
構
築
を

目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

● 

川
根
本
町
に
合
わ
せ
た
制
度
を

　
町
で
は
、
財
政
状
況
や
教
育
環
境
に

合
わ
せ
た
留
学
制
度
を
実
現
す
る
た

め
、
県
内
の
自
治
体
な
ど
に
留
学
制
度

設
立
を
促
し
て
い
る
里
山
留
学
ｉ
ｎ
静

岡
の
天
野
多
美
子
さ
ん
に
助
言
を
求
め

て
い
ま
す
。
天
野
さ
ん
は「
川
根
本
町

に
は
、
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
成
長
で

き
る
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
地
域
の

協
力
も
盛
ん
な
の
で
、
留
学
制
度
が
実

現
す
れ
ば
、
町
と
留
学
希
望
者
双
方
の

利
点
に
な
る
は
ず
」と
期
待
を
寄
せ
て
、

力
強
く
話
し
ま
す
。

　
た
だ
、
す
ぐ
に
留
学
希
望
者
を
受
け

入
れ
、
そ
の
人
た
ち
の
生
活
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
親
子
留
学
制
度
」の
確
立
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
実
際
に
希
望
者
の

意
見
を
聞
き
、町
の
実
情
に
合
わ
せ
た
、

最
適
な
留
学
制
度
を
創
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

川根本町×山村留学
       ＝親子で留学
町は、親子留学（親子で移住）制度を構築する
ため、財政状況などを考慮しながら、留学希望
者に最適な制度の設立を目指しています。

里山留学in静岡

　静岡県は首都圏からのアクセスも
便利で、山や川、海など様々な自然を
体験できる好条件がそろっています。
留学制度を確立できれば、受け入れ
る自治体としては、人口減少の解消
や地域の活性化につながります。川
根本町には、より留学希望者に寄り
添った制度を、地域一体となって創
り上げ、先進地として選ばれる町に
なってほしいと思います。

里 留学

中川根第一小学校の体育の時間、留学体験会参加者の
児童（中央）は同校児童とすぐに打ち解け、互いに笑顔を
交わしていました。

親子

● 課題や問題点

● 導入する利点

▶ 親子で移住するため、子どもを管理する
　運営側の負担が軽減
▶ 人口増加による消費や雇用の拡大
▶ 空き家問題の解消
▶ 地域や自治会の活性化　など

▽留学希望者

▶

▶

▶ 保護者の就業支援、居住環境整備
▶ 地域コミュニティにおける移住者との
　関係性づくり　など

▽自治体

支援・補助

相談

ここにも、一つの物語。
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親子留学の利点と課題



　

～学校からの声～

interview

　町内小中学校では大人数での競い合
いの機会は限られていますが、日頃から
小規模・少人数の川根本町らしさを最
大限に生かした教育を推進しています。
人数が少ないからこそ一人一人の役割
と出番がはっきりしていて、自分の役
割を果たしていくことで責任感や自立
心が育まれます。また、互いの個性を
認め合い安心感に包まれた人間関係を
支えに、たとえ失敗しても何度でもや
り直そうと挑戦していくことでたくま
しさが育まれ、友達と心を通わせ励ま
し合って成し遂げていく楽しさや喜び
が生まれます。そして何よりも、子ど
もたちを地域の宝物として温かく見守
り、学校を支えてくださる大勢の地域
の皆さんがいます。
　今回の体験会を通して、移住を考え
ている皆さんに、町の教育が川根本町
の魅力のひとつとして受け止められ、
移住決断の後押しになることを期待し
ています。そして、これからも様々な
機会をとらえて、毎日各学校で着実に
積み重ねられている川根本町の教育と
子どもたちのありのままの姿を、町の
魅力のひとつとして自信を持って発信
していきたいと思います。

「通っている学校と全然違う」
肌で感じた川根本町の教育

「全てが違っていて、すごく面白い。来てよかった」と参加した子どもたちは口を
そろえて話しました。地域と密接につながった教育現場や小規模校ならではの
学習は、子どもたちにとって新鮮で、初めての体験になりました。

● 

子
ど
も
た
ち
は
お
互
い
が
刺
激
に

　
10
月
29
日
、中
川
根
第
一
小
学
校
で
、川

根
本
町
の
魅
力
や
教
育
を
体
験
し
て
も
ら

う「
親
子
留
学
体
験
会
」が
行
わ
れ
、
県
内

外
か
ら
2
組
の
留
学
希
望
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
、参
加
児
童
た
ち
は
、第
一
小
学

校
の
児
童
と
、
道
徳
や
社
会
の
授
業
を
受

け
た
り
、
給
食
を
食
べ
た
り
し
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

は
、
今
年
の
広
報
紙
9
月
号
で
も
紹
介
し

た
、
横
山
慎
一
郎
さ
ん
の
自
然
体
験
学
習
を

見
学
。
地
域
住
民
が
学
校
現
場
で
指
導
す

る
様
子
に
驚
き
な
が
ら
も
、
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
保
護
者
は
、
町
の
職
員
か
ら
移

住
施
策
や
学
校
教
育
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
保
護
者
は「
地
域

の
人
た
ち
が
積
極
的
に
学
校
現
場
に
関

わ
っ
て
い
る
環
境
が
す
ご
く
良
い
。た
だ
、

移
住
前
後
の
支
援
体
制
が
見
え
な
く
て
、

具
体
的
な
生
活
が
想
像
で
き
な
い
」
と
話

す
な
ど
、
本
音
を
漏
ら
す
一
幕
も
あ
り
ま

し
た
。

　
終
日
行
わ
れ
た
体
験
会
で
は
、参
加
者

の
良
好
な
反
応
を
得
ら
れ
た
反
面
、忌き

憚た
ん

な
い
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
焼
津

市
か
ら
参
加
し
た
保
護
者
は「
子
ど
も
の

元
気
に
学
ぶ
様
子
に
、
川
根
本
町
の
教
育

に
魅
力
を
と
て
も
感
じ
た
。
マ
マ
友
だ
ち

に
紹
介
し
て
、
改
め
て
学
校
を
見
学
し
た

い
」
と
次
回
の
開
催
に
期
待
を
込
め
て
話

し
ま
し
た
。

　
町
は
そ
ん
な
声
に
応
え
る
た
め
に
、
11

月
末
に
は
再
び
、
第
一
小
学
校
で
見
学
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
令
和
4

年
度
に
は
、第
一
小
学
校
だ
け
で
な
く
、そ

れ
以
外
の
小
学
校
で
の
体
験
会
を
開
催

し
、
川
根
本
町
の
教
育
を
肌
で
感
じ
る
機

会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て「
親

子
留
学
制
度
」の
実
現
に
向
け
て
、川
根
本

町
を
移
住
先
と
し
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ

か
け
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。移住コーディネーター（中央）から川根本町での

移住者の暮らしについて説明を受ける保護者たち

● 

親
子
留
学
の
実
現
を
目
指
し
て

　

本
町
が
進
め
て
い
く「
親
子
留
学
制
度
」

は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者
の
居
住
環

境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
実
現
し
ま
せ
ん
。

町
は
、保
護
者
に
対
し
て
就
業
支
援
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
紹
介
の
ほ
か
、
生
活
面
の

支
援
に
取
り
組
み
な
が
ら
、広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
必
要
な
情
報
を

丁
寧
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
留
学
制
度
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
親
子
留
学
を
検
討
す
る
人

は
、
川
根
本
町
に
移
住
を
希
望
す
る
人
た

ち
で
す
。
町
と
学
校
、
そ
し
て
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
川

根
本
町
が「
選
ば
れ
る
町
」に
な
っ
て
い
く

第
一
歩
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

～参加者からの声～

体育の授業中、積極的に意見を交換する児

童たち。お互いの存在が刺激になる。

大井　沙織さん   （中）
　　　わかばさん（右）
　　　咲希さん   （左）

　地域の方が積極的に教育現場に
関わっている校風に驚きました。
首都圏の学校では、体験できないこ
とばかりで、子どもの成長に必要な
環境が整っていると感じました。
　留学制度が実現すれば、小学校
から大学入学までの長期的な見通
しを立てることができることも、

魅力的に感じました。
　ただ、親子で移住するとなると、
保護者の就業先や居住地などの生
活支援が欠かせないと感じます。
移住前後の明確な支援体制づくり
が、川根本町を移住先として考え
る鍵になってくるのではと思いま
した。

地域が協力している教育現場は魅力的
あとは移住前後の支援充実が鍵になると思います

　体験会に参加した児童との交流を通し
て、本校の子どもたちは多くのことを学ん
だと思います。新しい人間関係や普段とは
違う学びの空間、その一つ一つが子どもの
多様性を育む教材になっていました。別れ
際、「もっと一緒に過ごしたい」と惜しむ姿
に、留学制度が子どもの成長を育み、可能性
を広げるきっかけになると感じています。

中川根第一小学校
石原 一則　校長

新しい出会いは子どもたちの
刺激に、そして成長につながる

川根本町教育委員会

山下 斉　教育長

1_体験会参加者と最後に記念撮影。「また来てね」と笑顔で声を交わす

2_授業中も活発に意見交換 ３_授業中、自然と協力し合う姿が見られた

１

2 3

ここにも、一つの物語。
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10/17 200 名近いランナーが町内を疾走
2016 年から始まった「南アルプスマウンテンマラソン」、今年も多くのランナーが集結

町内の林道や町中を走る「南アルプスマウンテ
ンマラソン」（同実行委員会主催）が開催され、
県内外から参加した約 200 人が、次々と不動の
滝キャンプ場（下泉区）をスタートしました。

今年は制限時間の 5 時間以内に、町内に設け
られたポイントを自由に巡り、その合計得点や完
走時間を競うルールで実施されました。ポイント
は「下長尾八幡宮（下長尾区）」や「山王稲荷神
社（田野口区）」、「横郷セド山の三角点 ( 下泉区 )」
などに設置され、ランナーはそれぞれのペースで、
初秋の川根本町を満喫していました。

愛知県から参加した藤井裕大さんは「息子と一
緒に川根本町の様々な場所を訪れることができて
楽しかった。大変な道のりもあったけど、完走で
きてうれしい。また次回も参加したいと思いまし
た」と話しました。藤井さん親子は、「親子の部
総合 1 位」に入賞。「結果も大満足です」とはつ
らつとした表情で振り返りました。

実行委員長の鈴木論さん（上長尾区）は「あい
にくの雨模様でしたが、ランナーの皆さんをはじ
め、ボランティアスタッフの方たちの協力があっ
て開催できた。今後も川根本町の魅力を発信でき
るようなイベントを作っていきたい」と呼び掛け、
大会を締めくくりました。

宮﨑さん（右）に誘われて、笑顔で和太鼓をたたく

文化会館自主事業「赤石太鼓保存会×鼓童　研修プロジェクト」開催

世界で活躍する技術を学ぶ
　全国・世界で活躍する太鼓芸能集団「鼓童」に
よる研修会が、伝統文化伝承館「時愛～ときあ～」
で開催されました。
　この日参加したのは、赤石太鼓保存会の皆さん。

「エクサドン」と呼ばれる太鼓を使った心と体の
エクササイズから、専門的な技術指導まで、初心
者も太鼓歴の長い方も一緒に楽しみました。
　講師を務めた宮﨑正美さんは「保存会の皆さん
は、老若男女の垣根がなく、世代交流ができてい
る。今後も『みんなで楽しむこと』を第一に和太
鼓を続けてほしい」と笑顔で話しました。

10/23

新しいお友達ができました♪
毎年 2 回、3 園交流会を開催しています

智満寺でお昼休憩。会話も弾んでもっと仲良しに

10/26

川 根 本 町 の ま ち の 話 題

　忙しい東京暮らしでヨガと出会い、学びを深めていく
うちに、自然と寄り添う暮らしを望むようになりました。

「エコティかわね」のプログラムでヨガ講師として招か
れたことがきっかけで、縁あって川根本町で暮らし始め
て 7 年目になります。ヨガを伝え、マッサージの施術
をして、少しばかりの作物を作り、自然や地元の皆さん
からの恩恵を受けて日々を暮らしています。
　ヨガクラスは年配の方が多く、年齢を感じさせないパ
ワフルさに驚かされます。多くの手仕事を手際良くこな
してきた力でしょう。田舎暮らしは都会とはまったく違
った忙しさがあり、働くことがダイレクトに生きること
につながります。とてもシンプルで喜びと感謝に満ちて
いて、それまで難しく感じていたヨガの哲学的な教えが

「府に落ちる」瞬間を感じます。
　移り変わる季節は、目にする風景、耳に届く音、肌に
感じる風や温度、そして食卓にも感じとれます。それは
ハッとする美しさを伴い、私たちの心をホッと和ませ、
豊かさをもたらしてくれます。

自然と寄り添う暮らしから受け取る想い

(一社)エコティかわね
川根本町桑野山424-6
☎(58)7000
ecotkawane@gmail.com

（上）桜満開、屋外ヨガでリフレッシュ！
（下）心と体を癒すイベント「ヨガとお手当」

清水　麻美 さん

2014年に川根本町
へ移住。川根での
暮らしを楽しみな
がら、ヨガの楽し
さ・素晴らしさを町
内外へ伝えている。

「町の自然資源を活かした地域観光事業｣ に取り組んでいる（一社）エコティかわね。
今回は清水麻美さんに想いを聞きました。エコティ日記

　三ツ星保育園と桜保育園、徳山聖母保育園の年
長児の交流を深めるため、上長尾区内を巡るウォー
クラリーや玉入れなどのミニ運動会が行われました。
　この日、園児たちは 3 つのグループに分かれて、
智満寺を目指し三ツ星保育園を出発しました。途
中、長い上り坂に ｢脚が痛いよー｣ ｢疲れたー｣ と
言いながらも、全員無事に到着。お弁当を広げて、
互いの大好物を自慢し合っていました。
　保育園に戻ると今度は運動会。綱引きやリレー
など、グループ対抗で行われ、園児たちは協力し
ながら一生懸命、笑顔で競い合っていました。

町内のポイントを巡り、川根本町の魅力をすみずみ
まで堪能したランナーたち

ここにも、一つの物語。
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　10 月 30 日、大井川鐵道株式会社と株
式会社イケブンの共催による花火の祭典
｢大井川鉄道花火の旅～川根花火路～｣
が開催され、千頭駅前と高郷の夜空をお
よそ 5 千発の花火が彩り、訪れた見物
客を魅了しました。
　文化会館や川根大橋には、県内外から
200 名以上の観客が詰めかけ、目の前
で行われた花火ショーを堪能していまし
た。名古屋市から訪れた男性は ｢こんな
に近くで見ることができるとは思わなか
った。貴重な時間を体験できた｣ と満面
の笑みで話しました。
　高郷区の自宅前で花火を眺めた女性は
｢幼い頃に見た隅田川の花火を思い出し
た。眼前に流れ落ちてきた火の粉に、思
わず手を差し伸ばしていました｣ と語り、
｢また機会があったらぜひ見たい。あま
りの美しさに息をのみました｣ と笑顔で
続け、次回の開催に期待を込めて話しま
した。

11/4

目録を手に笑顔の石原支店長（右）と薗田町長（左）

令和3年度地方教育行政功労者表彰式が執り行われ大橋慶士氏が受賞
教育行政推進の功績を称えて

自分たちの植えたお米を収穫

選手の皆さんを応援します！

10/28

市町対抗駅伝大会の協賛企業 ダイドードリンコ株式会社が来庁

10/29

エコティかわねが主催した「稲刈り体験」が地名の田畑で行われました

壮大に輝き、目の前に
流れ落ちた光に、
思わず手を伸ばした

刈り取った稲を天日に干す「おだかけ」に挑戦

「個人としてでなく、町とともに受賞した」と話す大橋氏

ここにも、一つの物語。
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たうんとぴっくす川 根 本 町 の ま ち の 話 題

　本川根小学校 5 年生と中川根南部小学校 1、2
年生の児童が、地名区で稲刈り体験をしました。
　6 月の田植え体験から 4 カ月ほどが経ち、待ち
に待った収穫の時。無農薬で丹精込めて育てられ
た「あいちのひかり」を、児童たちは、使い慣れな
い鎌に悪戦苦闘しながら夢中で収穫していました。
　収穫した米を口にした本川根小 5 年生の大村
晃雅さん（桑野山区）は「初めての体験で、とて
もおもしろかった。獲れたてのお米は固かったけ
ど、少し甘い味がした」と話しました。 「上手に描けているねぇ」と作品を眺める来場者

徳山区民の力作並ぶ
2 年に１度開催される徳山ミニ文化祭が開催されました

11/６～7

　徳山コミュニティ防災センターで、区民が作成
したちぎり絵や絵画、手芸作品などの展示や、日
用品を持ち寄ったバザーなど、徳山ミニ文化祭が
行われました。
　会場には、町内外から約 180 人が来場。園児
から高齢者までの作品数十点が並び、訪れた来場
者は、力作ぞろいの展示会に魅了されていました。
　来場者を迎えた植田修さん（徳山区）は「住民
の文化的な交流活動を支える文化祭、今年も開催
できて感無量です」と声を弾ませました。

　12 月４日に開催される市町対抗駅伝に協賛し
ているダイドードリンコ株式会社が役場を訪れ、
スポーツドリンク約 300 本を寄贈しました。寄贈
式で同社の石原正一中部第二支店長は ｢選手の皆
さんが走る姿に毎年感動をもらっている。これか
らもそんな皆さんの後押しを続けていきたい｣ と
話し、薗田町長に目録を手渡しました。
　薗田町長は ｢毎年変わらないお力添えに本当に
感謝している。大会に向け練習に励んでいる選手
たちを、町も一致団結して応援したい｣ と力強く
話しました。

　先月 27 日、地方自治体の教育行政推進に顕著
な功績があった方を表彰する「地方教育行政功労
者表彰式」が行われ、今年３月に教育長を退任し
た大橋慶士氏が文部科学大臣賞を受賞されました。
　大橋氏は就任当初から本町の教育改革に着手
し、特に ICT を活用した次世代教育や持続可能
な学校づくり・町づくりを基盤とした義務教育学
校への再編を進めてきました。
　この日、役場を表敬訪問した大橋氏は ｢川根本
町のように、小規模な町ならではの教育を進める
ことが子どもたちの将来につながっていく｣ と未
来を見据えて語っていました。

パート２



健康カレンダー・休日当番医・施設の
予定などは、予告なく変更する場合が
あります。確認のうえお出かけください。

くらしの
カレンダー

役場本庁� 代表番号 ☎56-1111
1F 税務住民課
 税務室� ☎56-2223
 戸籍住民室� ☎56-2222
くらし環境課� ☎56-2236
健康福祉課� ☎56-2224
高齢者福祉課
 長寿介護室� ☎56-2234�
 地域包括ケア推進室
� ☎56-2225
建　設　課� ☎56-2227
会　計　課� ☎56-2228

2F 総　務　課� ☎56-2220
企　画　課� ☎56-2221
情報政策課� ☎56-2232
農　林　課� ☎56-2226

3F 議会事務局� ☎56-2229

総合支所
ほか

代表番号 ☎ 59-3111

1F 観光商工課� ☎58-7077
支所管理局
 窓口業務室� ☎58-7070
 支所管理室� ☎58-7073
教育総務課� ☎58-2555
社会教育課� ☎58-7080

文化会館� ☎59-3106
本川根B&G海洋センター
� ☎59-3332
山村開発センター
� ☎56-2231

2021

今 月 の 納 期
各種使用料・保険料などは
12月28日（火）までに
納めてください。

納税は口座振替が便利です。
※�新型コロナウイルスの影響により、納
税が難しい方は、特例による猶予制
度がありますので、ご相談ください。
� 税務住民課　☎（56）2223

あなたの税金が町をつくります。

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G

●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00

●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00
●い 循環器遠隔外来（要予約）
14:00～17:00

あそびの教室　10:00～11:30
文化会館
●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00
●い 糖尿病・内分泌遠隔外来
　（要予約）
14:00～17:00

エイズなど各種検査　※要予約
藤枝総合庁舎�別館�2階　9:15～11:00
※予約は中部健康福祉センター�054-644-9273
地区健やか講座 
13:30～15:00　小長井公民館
●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00
●い 循環器遠隔外来（要予約）
14:00～17:00

●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00
●い 脊椎遠隔外来（要予約）
14:00～17:00

●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00
●い 整形外科遠隔外来（要予約）
14:00～17:00

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G�

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G�

●い 一般外来
10:00～12:00／14:00～17:00
●い 循環器遠隔外来（要予約）
14:00～17:00

1歳6か月児・3歳児健康診査
（受付時間�12:50～13:15）
山村開発センター
●い 一般外来
9:00～12:00／14:00～17:00

●い 一般外来　9:00～12:00

●★ B&G�

●い 休診（年末年始）
●当 上長尾田澤内科医院
川根本町上長尾915-5
0547-56-1800

●休 文化会館・B&G

●い 休診（年末年始）
●当 すぎもと耳鼻咽喉科クリニック
島田市金谷東1丁目931番地
0547-47-3387

●休 文化会館・B&G

先勝

仏滅
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●当 …休日当番医　●い …いやしの里診療所　●休 …休館日　●★ …夜休館
健康福祉課☎（56)2224

定例乳幼児相談　9:30～11:00
山村開発センター
健康づくり相談　13:30～15:00
山村開発センター
●い 総合診療外来
9:00～12:00／14:00～17:00

エイズなど各種検査　※要予約
藤枝総合庁舎�別館�2階　13:00～15:00
※予約は中部健康福祉センター�054-644-9273
●当 平井医院
島田市金谷本町1945
0547-46-2236

●★ B&G

●当 加納医院
島田市牛尾471-2
0547-45-3038

●★ B&G�

静岡厚生病院健康診査
（受付時間�8:45～10:30）
山村開発センター
●い 一般外来　9:00～12:00

●休 文化会館・B&G

榛原医師会健康診査
（受付時間�13:00～14:00）
水川集会所
●い 一般外来　9:00～12:00

●休 文化会館・B&G

静岡厚生病院健康診査
（受付時間�8:45～10:30）
山村開発センター
特設人権相談　13:00～16:00�
文化会館2階�第2和室

ことばの相談（要予約）
山村開発センター
乳がん・子宮頸がん検診
9:15～11:30　山村開発センター

静岡厚生病院健康診査
（受付時間�8:45～10:30）
文化会館
●い 総合診療外来
9:00～12:00／14:00～17:00

乳がん・子宮頸がん検診
9:15～11:30　文化会館

健康づくり相談　9:00～10:00
文化会館
定例乳幼児相談　10:00～11:30
文化会館
地区健やか講座�13:30～15:00
寸又峡公民館
●い 総合診療外来
9:00～12:00／14:00～17:00

●い 一般外来　9:00～12:00

●休 文化会館・B&G

●当 上長尾田澤内科医院
川根本町上長尾915-5
0547-56-1800

●休 文化会館・B&G

●当 本川根診療所
川根本町千頭1147-1
0547-59-2555

●★ B&G�

●い 一般外来　9:00～12:00

●休 文化会館・B&G ●休 文化会館・B&G

●い 休診（年末年始）
●当 坂井医院
島田市金谷都町10-1
0547-45-2069

●休 文化会館・B&G

先負

赤口
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志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）
診療時間
月曜～金曜日　午後7時30分～10時
土・日曜日　午後7時30分～翌日午前7時

※�ただし12月4日（土）、12日（日）、18日（土）、26日（日）
の午後10時から翌日午前7時は小児科のみの診療です。
� ☎054（644）0099

12 月 6日（月）久保尾集会所
（受付時間�13：00 ～ 14：00）
12 月17日（金）奥泉集会所
（受付時間�13：00 ～ 14：00）
12 月22日（水）
徳山コミュニティ防災センター
（受付時間�13：00 ～ 14：00）

　フッ化物には「歯の再石灰化
を促進」「酸で歯が溶けるのを防
ぐ」など、�歯の質を強くする働き
があります。毎日の歯みがきに
加え、フッ化物配合歯磨剤、�フ
ッ化物洗口・フッ化物塗布等を
積極的に利用しましょう。

榛原医師会健診振替日が
決定しました。

●当 …休日当番医
●い …いやしの里診療所
●休 …休館日
●★ …夜休館

マイナンバーカード申請タブレット

本庁舎に設置

マイナンバーカード申請タブレット

本庁舎に設置

総合支所に設置
マイナンバーカード申請タブレット

マイナンバーカード申請タブレット

本庁舎に設置

マイナンバーカード申請タブレット

本庁舎に設置

地区健やか講座 
10:00～11:30　水川集会所
地区健やか講座
13:30～15:00　下長尾集会所
●い 総合診療外来
9:00～12:00／14:00～17:00

各
種
相
談

▶�「行政相談」・
　社会福祉協議会「よろず相談」
12月15日㈬　9:00～11:30　
文化会館
▶�精神保健福祉総合相談（精神保
健・断酒など）【要予約】
12月7日㈫　13:30～（断酒会）
中部健康福祉センター（藤枝市）
☎054（644）9281

▶ひきこもり相談【要予約】
祝日を除く毎週（月）（火）
9:00～16:00　藤枝総合庁舎
中部健康福祉センター福祉課
☎054（644）9281
▶●当 休日当番医の情報
（一社）榛原医師会HP
http://www.haibara-med.
or.jp/

▶●い いやしの里診療所
☎（59）2102
▶子育て支援施設（日・月・祝日休館）
ひだまり（藤川）　☎（57）2231
こもれび（地名）　☎（56）2700

木 T h u r s d a y 金 F r i d a y 土 S a t u r d a y日 S u n d a y 月 M o n d a y 火 T u e s d a y 水 W e d n e s d a y

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1011

いやしの里診療所は
12/29㈬～1/3㈪まで
年末年始のお休みを
いただきます。



役場の窓辺から yakuba no madobe kara
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試
験
会
場
： 

● 

わ
な
猟
　
静
岡
総
合
庁
舎
　
静
岡
市
駿
河
区
有
明

町
２-

20

● 

第
一
種
銃
猟
　
藤
枝
総
合
庁
舎
　
藤
枝
市
瀬
戸
新

屋
３
６
２-

１

※

免
許
の
種
類
に
よ
り
会
場
が
異
な
り
ま
す

申
請
期
間
： 

12
月
20
日
㈪
〜
令
和
４
年
１
月
21
日
㈮

申
請
場
所
：
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
　
森
林
整
備
課

（
藤
枝
総
合
庁
舎
４
階
）藤
枝
市
瀬
戸
新
屋
３
６
２-

１

　「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
副
業
に
関
心
が
あ
る
」

「
子
育
て
や
介
護
と
両
立
で
き
る
働
き
方
を

し
た
い
」…

そ
ん
な
時
間
と
場
所
を
選
ば
な

い
新
し
い
働
き
方【
自
営
型
テ
レ
ワ
ー
ク
】を

始
め
て
み
た
い
方
へ
。

　
行
政
が
主
催
す
る
、【
自
営
型
テ
レ
ワ
ー

ク
】初
心
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？「
副
業
」や「
テ
レ
ワ

ー
ク
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン
」が
未
経
験
・
初
心
者

の
方
、大
歓
迎
で
す
！

セ
ミ
ナ
ー
内
容・日
程：

①
テ
レ
ワ
ー
ク
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に

着
け
よ
う
！

● 

１
月
25
日
㈫
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

　
業
務
理
解
と
ス
ケ
ジュ
ー
ル
設
計
編
　

● 

２
月
２
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
オ
ン
ラ
イ
ン・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
編

②
テ
レ
ワ
ー
ク
の
始
め
方
＆
仕
事
の
探
し

方
が
わ
か
る
！

● 

２
月
８
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
使
って
み
よ
う
！
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
サ

イ
ト「
ラ
ン
サ
ー
ズ
編
」

● 

２
月
15
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
島
田
市
、藤
枝
市
発
の
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン

グ
を
始
め
て
み
よ
う
！

対
象：

　
川
根
本
町
の
在
住
の
方
な
ら
誰
で
も
。オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
初
め
て
の
方
も
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

詳
細・申
込
み
に
つ
い
て：

● 

12
月
15
日
㈬
受
付
開
始
予
定

　「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
テ
レ
ワ
ー
ク
」で
検
索
、ま
た
は

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
】企
画
課

　
　
☎（
56
）２
２
２
１

狩
猟
免
許
試
験「
実
技
講
習
会
」

　
静
岡
県
が
実
施
す
る
狩
猟
免
許
試
験
に
先
立
ち
、

静
岡
県
猟
友
会
主
催
に
よ
る
実
技
講
習
会
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

※

実
技
講
習
会
の
受
講
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時
：
令
和
４
年
１
月
７
日
㈮

会
場
：
静
岡
労
政
会
館 

静
岡
市
葵
区
黒
金
町
５-

１

申
込
方
法
：
電
話
に
よ
る
申
込
み 

先
着
２
８
０
名

申
込
期
間
： 

12
月
24
日
㈮
ま
で

申
込
（
問
合
せ
先
）：

一
般
社
団
法
人 

静
岡
県
猟
友
会
事
務
局

☎
０
５
４（
２
５
３
）６
４
２
７

（
受
付
時
間 

平
日
９
時~

12
時・13
時~

16
時
）

川
根
本
町
で
は
狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
経
費
の
補
助

を
行
って
い
ま
す
。

【
問
】農
林
課
林
業
振
興
室
　
☎（
56
）２
２
２
６

　５月号の広報かわねほんちょ
うでお知らせしたとおり、婚姻
に伴い新生活を開始する際の新
居の住居費用・引越費用に対し、
結婚新生活支援補助金を交付し
ています。
　経済的な不安を解消し、希望
を持って新生活を開始できるよ
う、町もサポートします。
　再度概要をお知らせしますの
で、対象となる方はぜひ制度を
ご利用いただき、素敵な新婚生
活をお過ごしください。

　必要書類や申請書のダウンロードなどは町の
ホームページからご確認いただけます。 
　また、電話や窓口でも相談を受け付けており
ますので、お気軽にお問合せください。

その結婚新生活費用、
相談できます！

川 根 本 町
結婚新生活
支援補助金 

新婚生活のための引越費用

新婚生活のための引越費用

川根本町 結婚新生活 検 索

【お問合せ】 企画課 ☎（56）2221

対象世帯
① 令和３年４月１日～令和４年３月３１日の間に
　 婚姻届を受理された夫婦 
② 婚姻日において夫婦がともに39歳以下 
③ 令和２年分の夫婦の所得を合算した金額が400万円未満 
④ 申請時に、夫婦が町内で同居している 
⑤ 補助金の交付を受けた日から1年以上、
　 申請にかかる住宅に定住する意思がある 
⑥ 過去に夫婦がともに本補助金の交付を受けていない 
⑦ 県こども未来課が実施する新婚生活支援事業に関する
　 講座を受講している 
⑧ 市町村民税の滞納がない 

（以下の要件をすべて満たす世帯） 

対象費用
① 住宅の購入費 
② 住宅の家賃（１カ月分のみ）、共益費（１カ月分のみ）、
　 敷金、礼金、仲介手数料
③ 引越費用

（令和３年４月１日～令和４年３月３１日の間に
 支払った下記の費用）

申請期限 令和４年３月３１日 
（期限前でも予算の上限に達し次第、募集締切）

補助金額
● 夫婦ともに29歳以下
  60万円 
● 夫婦ともに39歳以下
  30万円

（上限額）

住宅購入費、賃料、

　敷金、礼金、共益費、

　　仲介手数料
住宅購入費、賃料、

　敷金、礼金、共益費、

　　仲介手数料

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1213



いつでもチャージ　1,000円単位からOK！
いつでもチャージ　金額の５％分をサービス！
誕生日の10％割引！

特典❶ 

特典❷ 

特典❸ 

◆魚勇プリペイドカード

プリペイドカード会員様
募集中！

総合食料品店

魚勇
お弁当、オードブル、寿司、刺身、
BBQ用精肉等 ご注文承ります。

【お友達ポイント実施中!!】
皆さまのご近所に ｢移動手段がなくて当店にご来店できない」など…お買い物にお困りの
方がいらっしゃいましたら、ぜひご一緒にお連れいただければ助かります。
その際、引率者の方へ茶娘ちゃんカードのお買い物ポイントを５倍進呈させていただきます。

川
根
本
町
赤
十
字
奉
仕
団
の

町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
川
根
本
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
町
内

の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
安
否
確

認
を
含
め
た
見
守
り
を
し
た
り
、

町
内
福
祉
施
設
に
入
所
・
通
所
さ

れ
て
い
る
方
の
お
手
伝
い
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
防
止
の
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
代
わ
り
に
団
員
の
皆
さ

ん
が
手
作
り
し
た
「
ウ
エ
ス
」
と

「
サ
ル
ビ
ア
の
花
な
ど
を
植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
」
を
、
町
内
の
福
祉
施

設
に
配
付
し
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
町
で
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
災
害
時

要
援
護
者
に
対
す
る
防
災
対
策
が
課
題
で
す
。
災
害
時
に
、
素
早
く
対

応
が
出
来
る
様
、
奉
仕
団
員
の
知
識
向
上
を
図
り
、
団
員
が
町
民
の
皆

さ
ん
に
対
し
指
導
を
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
町
赤
十
字

奉
仕
団
の
活
動
に
興
味
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
同
事
務
局
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

川
根
本
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
主
な
活
動 

● 

川
根
本
町
高
齢
者
介
護
予
防
見
守
り
支
援
事
業
（
毎
月
１
回
） 

● 

川
根
本
町
福
祉
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
毎
月
数
回
） 

● 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」（
11
月
） 

● 

海
外
た
す
け
あ
い
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
12
月
） 

【
問
】川
根
本
町 

健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
室

　
　（
川
根
本
町
赤
十
字
奉
仕
団
事
務
局
） 

　
　
〒
４
２
８-

０
３
１
３ 

榛
原
郡
川
根
本
町
上
長
尾
６
２
７

　
　
☎
０
５
４
７（
56
）２
２
２
４ 

FAX
０
５
４
７（
56
）１
１
１
７

12
月
４
日
〜
10
日
は「
人
権
週
間
で
す
」 

　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月
10
日
、
国
際
連
合
第
３
回
総
会
に
お

い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
12

月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。 

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
自
分
自
身

の
人
権
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
人
権
を
尊
重
し
大
切
に
す
る
意
識
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
週
間
に
、
私
た
ち
の
大
切
な
人

権
に
つ
い
て
家
庭
や
職
場
、
様
々
な
集
ま
り
の
中
で
考
え
ま
し
ょ
う
。 

▲手作りのウエスを配付

長
年
の
活
動
を
称
え
て 

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

平
成
24
年
１
月
か
ら
３
期

（
９
年
９
カ
月
間
）
を
務
め

ら
れ
た
下
原
泰
さ
ん
（
久
野

脇
区
）
の
長
年
の
功
績
に
対

し
て
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
小
学
校
で
人
権
教
室
を
開

催
し
、
児
童
へ
の
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
て
き
た
下
原
さ

ん
。「
今
後
は
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
た
め

の
人
権
啓
発
活
動
を
し
て
い

き
た
い
。
高
齢
者
が
多
い
こ

の
町
で
、
毎
日
健
康
的
に
過

ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

日
々
の
ほ
ん
の
少
し
の
き
っ

か
け
が
必
要
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。 

▲小学校で『命の大切さ』を教える下原さん（左）▲長年の功績に対し感謝状が贈られました

【
問
】健
康
福
祉
課 

☎（
56
）２
２
２
４

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

12月は「消費者被害防止月間」と
　　　　　　「多重債務者相談推進月間」です

　年末を控え、１２月は特に慌しく心にゆとりがなくなり、消費トラブルに巻き込まれる危険が高
まります。 
　電話や訪問による販売、郵便による投資勧誘など、消費者の心の隙につけ込む悪徳商法には十分
に注意し、少しでも不審に思ったらすぐに消費生活相談窓口へ相談してください。 
 

【消費生活相談窓口】 
 ● 中部県民生活センター ☎０５４（２０２）６００６（平日の午前９時～午後４時） 
 ● 川根本町役場 くらし環境課 ☎（56）２２３６
　（毎週水曜日、隔週金曜日に消費生活相談員が在駐します。） 

【特別法律相談（事前予約制）】 
　静岡県では、12 月 1 日㈬から28日㈫までを、「ふじのくに多重債務者相談推進月間 2021」として、
通常の消費生活相談窓口にて、多重債務者相談を行います。相談状況に応じて、弁護士または司法
書士による事前予約制の「特別法律相談（無料）」も受けることができます。 

【迷惑電話対策機器設置事業費補助金について】 
　金銭の振込みを要求する詐欺及び悪徳商法等の特殊詐欺による被害を未然に防止するため、迷惑
電話対策機器の購入者に補助金を交付しています。 

（補助対象者） 町内に住所を有する者で、自らが居住する住宅に機器を設置する者 
（補助額） 補助対象経費の３分の２以内の額とし、５千円を限度とする。 
※補助金申請については、機器購入前に手続きをお願いいたします。 

実施日時 
午後 1 時 30 分～午後 3 時 

(1 回 30 分 ) 
相談 ( 予約 ) 窓口

中部県民生活センター
☎054（202）6016

 12 月 2 日㈭、9 日㈭、 
13 日㈪、16 日㈭、23 日㈭

 12 月 6 日㈪

弁護士相談

司法書士相談

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　令和３年４月18日（第三日曜日）　１回目 11：00～／２回目 13：30～
２．開催場所　フォーレなかかわね茶茗舘
３．語 り 手　木村愛子・勝川邦子・澤井初美
　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）
� 中川根語り部の会「話楽座」（事務局／薗田はる ☎（56）0374）

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　令和３年12月19日（第三日曜日）　１回目 11：00～／２回目 13：30～
２．開催場所　フォーレなかかわね茶茗舘
３．語 り 手　西村かつ子・澤井初美・勝川邦子
　　　　　　（語り手は都合により変更する場合があります。）
� 中川根語り部の会「話楽座」（事務局／薗田はる ☎（56）0374）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1415



看護師・介護士
 アルバイトスタッフ
看護師・介護士
 アルバイトスタッフ

募集中!!募集中!!なかむら塗装
内装＆外装  塗装工事一式

静岡県知事許可 第25802号

お見積もりは無料ですのでお気軽にお問い合わせください。

川根本町徳山936
TEL・FAX 0547-57-2840

二代目代表 中村  剛子（なかむら たかね）

中村久信の後を息子が引き継ぎました。

開
催
日
時
：

12
月
11
日
㈯

　
①
午
前
10
時
〜
正
午

　
②
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

会
場
：

【
静
岡
】
静
岡
県
弁
護
士
会
館
３
階

大
会
議
室

【
沼
津
】
静
岡
県
東
部
法
律
会
館

【
浜
松
】
静
岡
県
弁
護
士
会
浜
松

支
部
会
館

 

● 

事
前
申
込
み
不
要

 

● 

電
話
相
談
も
受
け
付
け

 

● 

各
会
場
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
】全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
静
岡
県

弁
護
士
団

　
事
務
局
　
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
法
律
事

務
所

　
☎
０
５
４（
２
０
５
）０
５
７
７

　
　（
休
日
祝
日
対
応
不
可
）

　
移
住
相
談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
静
岡
県
の
く
ら
し
の
魅
力
を
お

届
け
し
ま
す
。

【
登
録
方
法
】

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
登
録
す
る

（
ホ
ー
ム
↓
友
だ
ち
追
加
↓
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）

②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｉ
Ｄ
で
登
録
す
る

（
ホ
ー
ム
↓
友
だ
ち
追
加
↓
検
索
）

③
ゆ
と
り
す
と
静
岡
か
ら
登
録

（「
ゆ
と
り
す
と
静
岡
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」で

検
索
）

【
問
】静
岡
県
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
４（
２
２
１
）２
６
１
０

　
24
時
間
・
３
６
５
日
安
心
を
支

え
る
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
存
じ

で
す
か
。
在
宅
医
療
を
希
望
す
る

方
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
訪
問
看

護
師
が
丁
寧
に
お
応
え
し
ま
す
。

☎
０
５
４（
２
６
９
）５
５
５
４

相
談
時
間
：
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
除
く
）

相
談
担
当
者
：
県
内
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョン
管
理
者
、
相
談
員

【
問
】一般
社
団
法
人
　
静
岡
県
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
協
議
会

　
　
☎
０
５
４（
２
９
７
）３
３
１
１

　
　
FAX
０
５
４（
２
９
７
）３
３
１
２

開
催
日
時
：
２
０
２
２
年
１
月
23
日

㈰
、
30
日
㈰

場
所
：
御
前
崎
市
佐
倉
地
区
セ
ン

タ
ー

講
習
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
10
分

講
習
費
用
：

大
人
・
大
学
生
　
２
３
，１
５
０
円

小
中
学
・
高
校
生
　
９
，８
５
０
円

申
込
締
切
：
２
０
２
２
年
１
月
25
日

㈫【問
】（一
財
）
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

振
興
協
会
　
静
岡
県
中
部
地
区

☎（
FAX
兼
）０
５
４
８（
52
）２
３
９
３

　
放
送
大
学
は
、２
０
２
２
年
度
４

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
募
集：

①
第
１
回
　
２
０
２
２
年
２
月
28
日

㈪
ま
で

②
第
２
回
　
２
０
２
２
年
３
月
15
日

㈫
ま
で

 
● 

資
料
は
無
料
で
お
求
め
い
た
だ
け

ま
す
。

【
問
】放
送
大
学
静
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
５（
９
８
９
）１
２
５
３

期
間
：
令
和
４
年
３
月
ま
で

参
加
資
格
：
原
則
、60
歳
以
上
の
静

岡
県
民

競
技
種
目：全
35
種
目（
卓
球
、テ
ニ
ス
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、弓
道
、俳
句
、川
柳
、

将
棋
な
ど
）

参
加
申
込
：（
公
財
）し
ず
お
か
健

康
長
寿
財
団
に
電
話
で
お
問
合
せ

※

参
加
申
込
み
方
法
は
、競
技
に
よ

って
異
な
り
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】公
益
財
団
法
人
し
ず
お
か
健

康
長
寿
財
団

　
　
☎
０
５
４（
２
５
３
）４
２
２
１

　
　
FAX
０
５
４（
２
５
３
）４
２
２
２

開
催
日
時
：
12
月
４
日
㈯
、12
日
㈰

　
①
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
②
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
：
島
田
樟
誠
高
等
学
校

内
容
：
全
体
会（
開
会
式
）、特
別
進
学・

進
学
探
究・キ
ャ
リ
ア
研
究
　
な
ど

申
込
み
：
12
月
11
日
㈯
ま
で

そ
の
他
注
意
事
項
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
、

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
】☎
０
５
４
７（
37
）３
１
１
６

　
　
FAX
０
５
４
７（
37
）３
１
２
９

島
田
樟
誠
高
等
学
校

｢

冬
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル｣

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

全
国
Ｂ
型
肝
炎
集
団
訴
訟

静
岡
弁
護
団
に
よ
る
無
料
相
談
会

放
送
大
学
入
学
生
募
集
に
つ
い
て

静
岡
県
移
住
・
定
住｢

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ｣

友
だ
ち
募
集
！

在
宅
医
療
・
看
護
・
介
護
の

「
電
話
相
談
」
始
め
ま
し
た

第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

養
成
課
程
講
習
会

第
32
回
静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭

ス
ポ
ー
ツ・文
化
交
流
会
参
加
者
募
集

募

　集

募

　集

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

ここにも、一つの物語。
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コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
は
伝
え
る
よ
り

も
聞
く
こ
と
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。傾
聴
の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身

に
つ
け
聴
き
上
手
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
時
：
第
１
回 

12
月
３
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
午
後
３
時 

　
第
２
回 

12
月
10
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

方
法
： 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

定
員
：
先
着
20
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

対
象
：
ど
な
た
で
も

【
問
】特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
静
岡

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
交
流
会
議

　
　
☎
０
５
４（
２
５
０
）８
１
４
７

　
　
FAX
０
５
４（
２
５
１
）５
０
８
５

開
催
日
時
：
12
月
23
日
㈭
　
午
後

１
時
〜
午
後
４
時

場
所
：
グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ
ト

ー
カ
イ
４
階
「
シ
ン
フ
ォニ
ー
」

対
象
：
静
岡
県
民
、
医
療
介
護
関

係
者
　
な
ど

申
込
締
切
：
11
月
30
日
㈫

申
込
方
法
：Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
、
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

に
よ
り
項
目
を
入
力
の
上
、申
込
む
。

参
加
料
：
無
料

【
問
】静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
福
祉
企
画
部
地
域
福
祉
課

　
　
☎
０
５
４（
２
５
４
）５
２
２
４

　
　
FAX
０
５
４（
２
５
１
）７
５
０
８

開
催
日
時 

：
12
月
７
日
㈫
　
午
後

１
時
15
分
〜
午
後
２
時
30
分

場
所
：
静
岡
市
民
文
化
会
館
３
階

大
会
議
室

内
容
：
講
師 

医
療
法
人
岡
谷
会
佐

保
川
診
療
所 

所
長 

田
中 

茂
樹
氏

標
題
：
親
面
接
か
ら
見
え
て
く
る

こ
と

申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

静
岡
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
ま
で

☎
０
５
４（
２
０
２
）１
２
２
０

Ｅ
メ
ー
ル sizuoka_seishin@ybb.ne.jp

【
問
】静
岡
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

　  

☎
０
５
４（
２
０
２
）１
２
２
０

        （
FAX
兼
）

地
域
共
生
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

｢

聴
け
る
耳｣

の
つ
く
り
方

心
の
健
康
フ
ェ
ア
２
０
２
１
講
演
会

　川根茶と地域の魅力を発信する「川根時間」。今年
は開催日を分散した「ミニ川根時間」を開催します。
開催日： 12月11日㈯、１月22日㈯、２月19日㈯、
 ３月12日㈯
会　場： フォーレなかかわね茶茗舘
内　容： ● 全国茶品評会の入賞茶の呈茶
 ● 町内生産者による川根茶談義
 ● 手揉保存会の茶揉み実演　ほか

【問】川根本町農林課（川根時間実行委員会）
　　☎（56）２２２６



生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。
（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック
住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）

島田駅から徒歩１分
☎0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、 
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

墓石・燈籠・各種石材加工

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店
川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177

■ 出生・婚姻された方については、本町に住
所があり前々月に本町（本庁・総合支所）
の窓口に届出された分のみ掲載しています。

■ 死亡された方については、本町に住所がある
方で掲載を希望された分を掲載しています。

 税務住民課 ☎（56）2222

川根本町の人口� 令和３年11月１日現在
世帯数 2,796 世帯 （ －16 ） 出生 0　人
総人口 6,280 人 （ －35 ） 死亡 11 人
男　性 3,084 人 （ －18 ） 転入 5 人
女　性 3,196 人 （ －17 ） 転出 29 人
※（　）内は前月比、右欄は前月中の異動　※外国人の数を含む

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人

久 野 脇 山下 喜増子 91 山下 　誠
上 長 尾 中 野  と し 85 中野 悦郎
千 頭 東 大 村  嘉 昭 94 大村 久一
徳 山 前 田  つ ぎ 97 前田 寿巳
上 長 尾 薗 田  幹 雄 87 薗田 智弘
瀬 平 仁 木  時 榮 89 仁木 富也
青 部 中 谷  克 己 92 武井 敏惠
藤 川 山 口  敎 平 96 山口 雄一

皆さま
お誘いあわせの

うえ

ご観覧ください！
12月の展示

・人権啓発ポスター優秀作品展
 （11/29～12/6）
・空き家問題普及啓発パネル展示
 （12/3～1/10）
・デスケルクラブ＆色鉛筆愛好会
 作品展 （12/10～1/11）

町　民
ギャラリー
町　民
ギャラリー

・人権啓発ポスター優秀作品展
 (12/7～12/14)
・弥生サイエンス＆川根本町の縄文時代
 （12/2～12/22）

文 化
  会 館
文 化
  会 館

12月1日㈬・8日㈬ 物作り体験Ⅱ
　　　　 「自然の蔓を生かした籠作り」
※新型コロナウイルスの関係で学習会の開催日を
変更、もしくは中止になる場合があります。ご迷惑
をお掛けしますがご理解の程よろしくお願い致し
ます。

すこやか大学の予定
（おおむね７０歳以上の
町民の男性・女性が対象）

　「弥生サイエンス」と同時に、川根本町の縄文時
代（今から15000年前～2500年前）を知ることがで
きる、石器や土器の生活用品、アクセサリーなどを展
示します。もちろん全て町内で発掘されたものですが、
共通する意外な事実があります。一体それはなにか、
ぜひ会場に足を運んでいただき、ご確認ください。
　今回展示するものは、奥泉（下開土遺跡）上長尾
（上長尾遺跡）、梅高（天王原遺跡）から出土したも
のです。下開土遺跡は住居跡が24軒も確認された
県内でも大きな遺跡で、そこで使われた土器などを
展示します。
　ぜひお誘いあわせの上お越しください！

期間：12月２日（木）から12月22日（水）
場所：川根本町文化会館ロビー
※文化会館の休館日にはご覧になれません。
※「弥生サイエンス」は静岡県埋蔵文化財センター
と川根本町の共催となります。

縄文時代の川根本町を知る
展示を開催します！

　10/8，21，29の３日間で、「１日ひとつ
楽しいことを見つけよう」をテーマに、楽
しく体を動かす、レクダンスを体験しまし
た。参加者はテンポ良く、リズミカルに楽
しく体をつかうことで、“うきうき”“わくわ
く”な気分になり、心も体もリフレッシュす
ることができました。

すこやか大学で
心も体も健やかに！

※新型コロナウイルスの感染状況により、日程変更又は中止
になる場合があります。ご迷惑をお掛けしますが何卒、ご理解
とご協力をお願い致します。
※月末及び月初めは、作品の入れ替え作業により、展示作品が
代わる場合があります。

車のリサイクル作品コンクール
最優秀賞に輝く

【作り方】
①さつまいもは１ｃｍ厚さの半月切り、大根は
短冊切り、ごぼうはささがき、さつまいもとご
ぼうはそれぞれ水につけて、水気を切る。青
ねぎは小口切りにする。
②鍋にだし汁と①を入れ、蓋をして中火にかけ
る。煮立ったら弱火にして野菜に火を通す。
③②におからを加え１～２分煮て、みそを溶き
入れ、ひと煮立ちさせて火を止める。器に盛
り付け、青ねぎをちらす。

【栄養価（１人分）】
エネルギー：110kcal 
たんぱく質：4.0ｇ 
脂質：1.5ｇ 
食塩相当量：1.2ｇ
食物繊維：5.2ｇ

【材料（2人分）】
さつまいも 80ｇ
ごぼう 20ｇ
大根 30ｇ
だし汁 300ｍＬ
おから 50ｇ
みそ 大さじ１
青ねぎ １本

川根本町健康づくり食生活推進協議会

根菜とおからのみそ汁
オススメ
レシピ

１杯で、１日に必要な食物繊維の
約1/4が摂れます。
根菜やおからには食物繊維が豊富です。

　全国の小学生を対象とした公益財団法人自動車リサイクル
促進センターが主催する「第4回クルマのリサイクル作品コンク
ール」で、中央小学校6年生の坂口快月さんが標語部門（全
6784作品）で最優秀賞を受賞しました。
　同コンクールは、車のリサイクルについて授業で学んだことを
通して、将来の自動車産業や環境保全を考えてもらうことを目
的に開催されています。
　10月28日、中央小学校で開催された表彰式では、自動車リサ
イクル公式キャラクターの「自動車リサイクル博士」が登場。表
彰状を受け取った坂口さんと一緒に笑顔で記念撮影をしました。
　表彰式を終えて坂口さんは「乗り親しんだ自家用車が、リサイ
クルされて、暮らしや役に立つ道具として再利用されていること
を知ってほしい」と想いを強く語りました。自動車リサイクル博士と笑顔で記念撮影

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1819



発
行
：
川
根
本
町　
編
集
：
情
報
政
策
課 

情
報
政
策
室　
☎
０
５
４
７（
56
）２
２
３
２

住
所
：
〒
４
２
８

－

０
３
１
３  

静
岡
県
榛
原
郡
川
根
本
町
上
長
尾
６
２
７

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
で
は
、
お
た
よ
り
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
に
関
す
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地域おこし協力隊
渡辺実優さん
活動コラム

川
根
本
町
の

観
光
の

今

届けたい！川根本町の魅力

こんにちは！地域おこし協力隊・情報発信担当のみゆちゃんです。この町の魅力を
伝えるため、ガイドになったり情報をまとめたりしてみなさんにお伝えしています。

　川根本町の大自然をお客様に伝えるために、ガイドの勉強をしています。
その中で、特に印象的だった『ガイドとは、お客様に何かを一方的に教えるのではなく、お客様自身が体験
を通して、何かを発見することをサポートする』という言葉。これからガイドをしていく私にとって、
大切な言葉になりそうです。
　先日、初めてお客様と一緒にカヤックに乗りました。ガイドをしながら、ちゃんと楽しんでもらえてい
るか心配で、何度も話しかけてしまいました。川根本町を満喫してもらえたのか不安になりましたが、
後日いただいた写真には、満面の笑顔でカヤックを楽しむお客様の姿が写っていました。
　紅葉やダム湖の雄大さなどは言葉では言い表せないものです。もちろん、丁寧なガイドは大切ですが、
話すタイミングや内容などは経験を積んで覚えていきたいです。お客様の感動に寄り添い、その感動を
大きくしてあげられるガイドを目指したいです。

川根本町に、若い人たちを増やしていきたい！

QRコードから「移住ナビ」に
アクセスできます！

観光ガイドとして成長中です

広
報

か
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ね
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ん
ち

ょ
う
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和
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年
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月
号

　無類のおばあちゃん好きの私ですが、時々同世代の少なさにさみしくな
ることがあります。
　観光でこの町を訪れた人が、少しでも「川根本町に住みたい」と思って
もらえるように、【川根本町移住ナビ】で、移住者の暮らしや、町に感じた
魅力などを執筆していきたいと考えています。他にも協力隊のすずくん(鈴
木光貴さん)や伊神花織さんの投稿もお楽しみに！
　第一弾は、井川メンパ大井屋の石関華（22歳）さんへのインタビューです。
　若い移住者は川根本町のどこを気に入って来てくれたのでしょうか？伝
統工芸や地域とのつながり、おいしいご飯。この町に住んでいると当たり
前のことが、実はとっても特別なことなのです。移住ナビには地域の人に
こそ知っていてほしい情報が盛りだくさんです！ぜひお手持ちのスマート
フォンで「川根本町・移住ナビ」と検索してみてください。

地域おこし協力隊の活動はこちらから！

インスタグラム      ツイッター     フェイスブック

川根本町まちづくり観光協会
☎（59）2746　FAX （59）2748
E-mail webmaster＠okuooi.gr.jp


